
科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 3年 前期 

科目名 老年看護学 

選択/必修 必修 単位数（時間数） 2単位 60時間 授業形態 演習 

担当教員 北村 隆子 ・ 森本 恵り子 ・ 髙城絵美 

メールアドレス 
t-kitamura@tsuruga-nu.ac.jp(北村) 

e-morimoto@tsuruga-nu.ac.jp(森本) 
オフィスアワー 授業終了後 

 

授業目的 
医療施設、高齢者施設、在宅などの様々な場所で展開される高齢者への看

護実践を行うために必要な知識、技術を習得する。 

授業概要 

高齢者の身体・精神・社会的変化の三側面を統合し、科学的根拠に基づい

た判断ができる能力を培う。高齢者が罹患しやすい疾患について、ペーパー

ペーシェントを用いた演習により、加齢の影響および病態を踏まえた看護

過程の実際を行う。 

授業計画 

第 1 ～8回   疾患を有する高齢期にある患者の看護過程の展開 

第 9・10回   高齢者看護に必要な看護技術 1 

         安楽な体位(臥位と座位)と活動の促し 

第 11・12回  高齢者看護に必要な看護技術 2 

         生活不活発病 

第 13・14回  高齢者看護に必要な看護技術 3 

         フットケア 

第 15・16回  高齢者看護に必要な看護技術 4 

         摂食・嚥下障害時の食事援助①  

第 17・18回  高齢者看護に必要な看護技術 5 

         摂食・嚥下障害時の食事援助②   

第 19・20回  高齢者看護に必要な看護技術 6 

         排泄援助 

第 21～24回  大腿骨頸部骨折を有する高齢者への援助(グループ発表) 

第 25～27回  慢性心不全を有する高齢者への援助(グループ発表) 

第 28～30回  呼吸器疾患を有する高齢者への援助(グループ発表) 

 

担当者 第 1～8回，第 13・14回，第 19・20回 北村   

第 9～12回，15～18回 森本 

    第 21～30回 北村・森本・高城 

教材 

参考文献等 
真田弘美・正木治恵編：老年看護学技術 改訂第 3版 南江堂 2020 



成績評価 

基準・方法 
定期試験（60%）、個人レポート（20%）、グループレポート・発表（20%） 

履修要件 老年看護学概論を履修していること。 

留意事項 

その他 

・本科目を修得していないと老年看護学実習Ⅰは履修できません。 

・老年症候群援助論を履修していることが望ましい。 

・基礎看護技術，形態機能学，病態学等の関連する科目の復習をして臨むこ

と。 

・授業形態はグループ演習であるため、主体的に参加すること。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての高齢入院患者が多くを占めている病院での臨床経験を活

かして、高齢者への看護実践を行うために必要な知識、技術について講義お

よび演習を行う。 

 


